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驀 物流の本来の目的
秦 :書||=

「物流を、コス トダウンの対象と

考えている人は多い。しかし物流の

本来の「1的は、付加価値を高めるこ

とだ。そうでなければ、物流がかわ

いそうすぎる」。これは、筆者に物流

の手ほどきをしてくれたN先 Jlのli

葉である。商品の価値を高め、4L活

習慣や文化までも変えていく物流の

役割を、強調したかつたに違いない。

最近、 しばしば 「物流の計I質確保」

が i舌題 に な るが 、 これ は 5R

(Right Time,Place,Price,Quality

and Quantity)を 通 じて、「Ji確で

確実に、時刻 ・場所 ・価格 ・古il質・

量を保証することJと 考えられる。

また 「物流の効率化」とは、物流

の||ll質を保ちながらも、「省資源化 ・

省力化 ・省時間化 ・省費用化を達成

すること」になるだろう。

一方 「物流の高付加価値化」には、

物流の|マl質確保 と効率化を前提に、

物流の機能を高めること、および物

流の範囲を生産段階や流通段階にま

で広げることである。

連載の第18回
(1)で
は、商品の高

付加価lll化を考えてみた。今回は、

物流の高付加価値化を考えてみたい。

苺 輸送の高付加価値化
な 鷲:書

ある新聞社から、「過去60年で、最

も物流に影響を与えたものは ?」 と

いう問いかけがあつた。 このとき、

「輸送商品や輸送方法にあわせて、さ

まざまな トラックが開発されてきた

こと」をあげた。
(2)

エンジンをはじめとするトラック

の性能向上もさることながら、タン

クローリーや宅配専用車のように、

多様な商li!ごとの輸送ニーズや混1質

管理レベルに合わせて車両を開発す

ることで、自動車輸送は付加価値を

高めていったのである。

これと同じく高速道路網の整備が、

長距離の自動車輸送ネットワークの

拡大に大きな影響を与えた。しかし

本格的な輸送の高付加価値化は、F子{

和50年代 (1975)から急成長した宅

llこ使に始まると考えてよいだろう。

宅配使は、消費者間や企業間の小

日輸送サービスとして、翌日配送と

いう新たな4Nl‐力|1価値を付けたもので

ある。その後さらにサービスを追加

し、時間帯指定や、冷凍冷蔵品のた

めのクール便、そして通信販売の代

金決済サービスまで拡大した。つま

り翌日配送に始まり、時間管理 ・謂|

質管理 ・金融決済へと付加価411を高

めてきたのである。

機ヽ 書 毒

繊 物流の高付加価値化
:::督キ毯:

輸送に限らず、物流全般について

も高付加価値化はある。

決まった時刻に確実に納品できれ

ば在庫も圧縮でき、生産性も向上す

る。こうして、 」IT(ジ ヤス ト・

イン ・タイム)配 送が定着してくる

と、輸送 ・在庫 ・生産の連携が始ま

った。また流通センターでネクタイ

とハンカチを詰め合わせる贈答品セ

８。
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